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「
新
火
葬
場
の
建
設
場
所
、
内
容
、

供
用
開
始
の
時
期
は
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
場
所
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
で
市

民
が
利
用
し
や
す
く
岡
崎
墓
園
に
接
し

た
現
在
地
周
辺
を
、
内
容
は
火
葬
件
数

の
増
大
・
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施

設
で
華
美
に
な
ら
な
い
心
安
ら
ぐ
施
設

を
考
え
て
い
る
。
供
用
開
始
に
は
、
都

市
計
画
決
定
、
砂
防
指
定
地
等
の
確
認
、

実
施
設
計
、
用
地
造
成
、
建
築
工
事
な

ど
数
年
間
を
必
要
と
す
る
」
と
答
え
た
。
 

 
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て
伺

う
」と
の
質
疑
が
あ
り
、「
国
の
平
成
２０

年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
係
る
事
業
で
、

本
市
は
２１
年
度
に
７
事
業
４
１
０
０
万

円
余
を
計
上
し
た
。
具
体
的
に
は
、
川

の
健
康
診
断
調
査
業
務
、
自
転
車
等
放

置
禁
止
区
域
監
視
指
導
業
務
、
商
業
経

営
状
況
調
査
業
務
、
既
設
林
道
維
持
管

理
業
務
な
ど
で
３７
人
の
雇
用
を
予
定
し
、

２０
年
度
と
合
わ
せ
て
７３
人
の
雇
用
創
出

を
見
込
ん
で
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
２１
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
事
業

の
中
止
、
繰
り
延
べ
等
の
内
容
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
主
な
削
減
結
果
と

し
て
、
中
止
は
家
庭
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
助
が
１
６
０
０
万
円
、
先
送
り
は
排

水
路
整
備
工
事
の
一
部
５
５
０
５
万
円
、

矢
作
桜
井
線
公
社
償
還
が
５
７
４
７
万

１
千
円
、
旧
本
多
邸
復
元
活
用
業
務
の

一
部
１
億
５
９
４
７
万
９
千
円
、
事
業

期
間
の
延
長
は
高
齢
者
生
き
が
い
施
設

建
設
事
業
が
１
８
０
０
万
円
、
小
中
学

校
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
が
２
５
２
０
万
円
、
削

減
は
道
路
整
備
工
事
の
一
部
６
６
０
５

万
１
千
円
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ

い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
１９

年
度
か
ら
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省

連
携
の
も
と
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推

進
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
す

べ
て
の
小
学
校
区
で
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
本
市

で
は
、
１１
年
度
か
ら
児
童
育
成
セ
ン
タ

ー
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
の
２８

学
区
３０
館
か
ら
２１
年
度
の
建
設
に
よ
り

公
立
私
立
を
合
わ
せ
３４
学
区
４０
館
と
な

り
、
１
学
区
１
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
が

ほ
ぼ
完
了
す
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

予
算
の
内
容
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
民
生
費
は
、
児
童
手
当
や
生
活
保
護

費
の
増
額
、
衛
生
費
は
妊
婦
健
診
の
公

費
負
担
の
拡
大
、
労
働
費
は
緊
急
雇
用

創
出
事
業
の
創
設
、
商
工
費
は
中
小
企

業
事
業
資
金
等
保
証
料
の
拡
大
、
教
育

費
は
小
中
学
校
校
舎
耐
震
事
業
、
８
月

末
豪
雨
対
策
事
業
は
占
部
川
の
整
備
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
整
備
、
水
位
計
・
監
視

カ
メ
ラ
の
整
備
及
び
雨
水
ポ
ン
プ
場
の

築
造
な
ど
を
予
算
措
置
し
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
項
目
を
重
点
に
編
成

し
た
」
と
答
え
た
。
 

◇
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
 

○平成21年度予算の質疑 

議 
案 
審 
議 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

計 

会計別当初予算 市
民
一
人
当
た
り
で
み
た 

一
般
会
計
歳
出
予
算
額 

４
月
１
日
現
在
の
人
口
　 

３
７
６
２
２
０
人
　 

110,290 

81,936 

31,170 

223,39619,145

（単位　百万円） 

（単位　円） 

※6ページに主な事業を掲載してあります。 

99.5% 

96.3% 

105.4% 

99.1%

予算額 

公債費 

49,494

衛生費 

33,194

教育費 

79,686

民生費 

49,424

土木費 

35,860

総務費 

対前年度比 

グラフでみる平成21年度当初予算 
・市債 
　８１億１，１００万円 
　（７．４％） 

・その他 
　３７億４，３１９万円 
　（３．４％） 

・その他 
　９９億１，２８０円 
　（９．０％） 

歳　入 
［一般会計］ 

1,102億9,000万円 

歳　出 
［一般会計］ 

1,102億9,000万円 

・県支出金 
　４９億３，８０８万円 
　（４．５％） 

・市税 
　６３６億５，３８３万円 
　（５７．７％） 

・国庫支出金 
　９９億７，２２５万円 
　（９．０％） 

・地方消費税交付金 
　３２億円７，５００円 
　（３．０％） 

・その他 
　４４億１８６万円 
　（４．０％） 

・諸収入 
　５８億６，３８２万円 
　（５．３％） 

・繰入金 
　６３億３，０９８万円 
　（５．７％） 

依存財源 
２７．３％ 

自主財源 
７２．７％ 

・総務費 
　１３４億 
　９，１２４万円 
　（１２．２％） 

●議会費 
　 ６億８，２８６万円 
●労働費 
　 １億８，３６０万円 
●農林業費 
　１５億５，７０４万円 
●商工費 
　２７億６，０９９万円 
●消防費 
　４２億９，０３０万円 
●その他 
　 ４億３，８０２万円 

・民生費 
　２９９億 
　７，９５６万円 
　（２７．２％） 

・教育費 
　１２４億 
　８，８４２万円 
　（１１．３％） 

・土木費 
　１８５億 
　９，４４６万円 
　（１６．９％） 

・衛生費 
　１８６億 
　２，０６４万円 
　（１６．９％） 

・公債費 
　７２億 
　２８９万円 
　（６．５％） 

（ 

） 
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◇
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
 

◇
一
般
会
計
 

○平成21年度予算の質疑 

    ◆
総
務
費
 

　
「
東
部
工
業
団
地
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
東
側
地

区
に
つ
い
て
は
既
に
複
数
の
企
業
が
操

業
を
開
始
し
て
い
る
。
西
側
地
区
に
つ

い
て
は
、
平
成
１８
年
度
に
開
発
が
決
定

し
、
愛
知
県
企
業
庁
が
造
成
工
事
に
着

手
し
て
、
２１
年
度
に
は
整
備
完
了
の
予

定
で
あ
る
。
既
に
複
数
の
企
業
か
ら
引

き
合
い
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
更
な

る
雇
用
の
拡
大
と
東
部
地
域
の
振
興
を

期
待
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
民
生
費
 

　
「
２１
年
度
予
算
重
点
事
項
で
あ
る
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
業
務
『
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業
』
の
目
的
、
訪
問
予
定

件
数
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
２１
年
４
月
施
行
の
改
正
児
童
福

祉
法
に
規
定
さ
れ
た
新
規
事
業
で
、
生

後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
居
る
家
庭
を

対
象
に
、
全
戸
を
訪
問
し
て
育
児
な
ど

に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
聞
き
、
親
子

の
心
身
状
況
や
養
育
環
境
を
把
握
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
に
は
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
訪
問
時
に
は
子
育
て
支
援
に
関

す
る
情
報
提
供
と
し
て
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
の
配
付
も
行
っ
て
い
く
。
 

２１
年
度
は
４
月
１
日
以
降
の
出
生
者
を

対
象
と
し
、
年
間
で
お
お
む
ね
４
千
人

を
見
込
ん
で
い
る
。
訪
問
員
に
は
再
任

用
の
保
育
士
５
名
を
予
定
し
て
お
り
、

実
際
の
訪
問
は
訪
問
員
研
修
を
実
施
し

た
後
、
６
月
中
旬
頃
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
衛
生
費
 

　
「
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
 

２０
年
度
か
ら
岡
崎
げ
ん
き
館
で
始
め
ら

れ
て
い
る
が
、
２１
年
度
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
相

談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

新
た
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
専
門
相
談

を
月
に
３
回
、
年
間
３６
回
を
設
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
更
に
、
地
域
で
の
保
育
、

療
育
関
係
者
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
回
数
の
増
加

も
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

　
「
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
の
整
備
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
廃
校
と
な
る
鳥
川
小
学
校
の
跡
地
を

活
用
し
、
メ
イ
ン
と
な
る
鳥
川
ホ
タ
ル

の
里
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

基
本
計
画
の
策
定
で
は
地
元
住
民
、
ホ

タ
ル
の
保
護
関
係
者
や
有
識
者
な
ど
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
検
討
を

予
定
し
て
い
る
。
ホ
タ
ル
の
生
態
や
保

護
・
育
成
な
ど
が
学
べ
る
施
設
と
す
る

ほ
か
、
人
材
育
成
へ
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
答
え
た
。
 

　
ま
た
、
「
家
庭
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
等
購
入
補
助
金
に
つ
い
て
見
直
し
を

し
た
内
容
を
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
２１
年
度
は
従
来
の
家
庭
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
と
低
公
害
車
購
入
へ
の
補

助
に
加
え
、
家
庭
用
燃
料
電
池
や
電
気

自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
も
補
助
対
象
と
し
て
い
く
。
し
か
し
、

高
効
率
給
湯
器
は
年
間
の
申
請
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
普
及
が
十
分
に
見

込
め
る
こ
と
か
ら
補
助
を
廃
止
す
る
」

と
答
え
た
。
 

◆
商
工
費
 

　
「
地
場
産
業
振
興
委
託
料
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
桜

ま
つ
り
を
始
め
、
藤
ま
つ
り
や
秋
の
市

民
ま
つ
り
な
ど
の
主
要
な
祭
り
に
合
わ

せ
、
城
下
町
わ
ざ
工
房
た
く
み
庵
を
商

工
会
議
所
に
委
託
し
、
岡
崎
公
園
休
憩

所
内
へ
開
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
く

み
庵
で
は
市
内
の
伝
統
・
地
場
産
業
事

業
者
に
よ
る
実
演
や
展
示
を
行
い
、
公

園
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
や
市
民
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
伝
統
・
地

場
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
土
木
費
 

　
「
道
路
維
持
費
の
大
幅
な
減
額
の
理

由
及
び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
道
路
整

備
業
務
は
市
民
生
活
に
直
結
し
た
業
務

で
あ
り
、
地
元
か
ら
の
要
望
も
大
変
多

く
受
け
て
い
る
。
２１
年
度
は
景
気
の
急

後
退
に
よ
る
大
幅
な
税
収
の
落
ち
込
み

に
伴
い
、
緊
急
度
や
重
要
性
を
考
慮
し

て
精
査
し
、
や
む
を
得
ず
削
減
し
た
。

地
元
関
係
者
へ
は
理
由
や
今
後
の
予
定

な
ど
を
説
明
し
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
で
き
る
限
り
早
期
対
応
に
努
め

て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

◆
消
防
費
 

　
「
災
害
対
策
本
部
体
制
整
備
事
業
の

一
つ
と
し
て
水
位
計
等
連
携
機
能
開
発

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
８
月
末
豪
雨
で
課
題
と
な
っ
た

急
激
な
外
水
、
内
水
の
氾
濫
時
に
、
そ

の
状
況
を
把
握
し
、
災
害
対
策
に
活
用

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
水
位
計
や
浸
水
計
等
を

設
置
し
、
そ
れ
と
連
動
し
た
警
報
シ
ス
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◇
特
別
会
計
 

◇
企
業
会
計
 

テ
ム
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
一
定
の
水

位
に
な
っ
た
場
合
に
は
屋
外
拡
声
器
か

ら
サ
イ
レ
ン
に
よ
る
警
報
を
行
う
と
と

も
に
、
ウ
ェ
ブ
上
で
も
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
く
。
ま
た
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ

の
台
数
も
伊
賀
川
を
始
め
数
カ
所
増
や

し
、
こ
の
映
像
情
報
に
つ
い
て
も
ウ
ェ

ブ
上
で
提
供
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

◆
教
育
費
 

　
「
小
学
校
の
給
食
費
を
２０
円
値
上
げ

す
る
と
聞
い
て
い
る
が
１
食
当
た
り
幾

ら
に
な
る
の
か
。
ま
た
今
後
、
材
料
費

が
値
下
が
り
し
た
場
合
の
対
応
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
給
食
費
は
調
理
な

ど
に
必
要
な
経
費
は
除
き
材
料
費
の
み

を
保
護
者
に
負
担
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

値
上
げ
後
は
１
食
当
た
り
約
２
０
０
円

程
度
と
な
る
。
今
回
は
子
ど
も
達
の
発

達
や
食
育
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
値
上

げ
を
す
る
が
、
物
価
が
徐
々
に
下
が
っ

た
場
合
に
は
、
現
在
、
牛
肉
を
豚
肉
な

ど
で
代
用
し
工
夫
し
て
い
る
献
立
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
の
観
点

か
ら
、
元
の
献
立
に
戻
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
た
。
 

  ◆
下
水
道
 

　
「
公
営
企
業
会
計
移
行
業
務
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
。
合
わ
せ
て
水

道
局
と
の
組
織
統
合
の
考
え
方
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
こ
の
業
務
は
、
下

水
道
事
業
に
お
け
る
経
営
状
況
、
財
政

状
態
を
一
層
明
確
に
し
て
事
業
運
営
を

行
い
、
経
営
の
効
率
化
や
健
全
化
を
図

る
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、

会
計
方
式
を
特
別
会
計
か
ら
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

組
織
統
合
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
共
有

化
や
効
率
化
、
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
た
め
、
平
成
２１
年
度
を
め

ど
に
組
織
統
合
の
時
期
を
決
め
て
い
く
」

と
答
え
た
。
 

◆
競
艇
事
業
 

　
「
平
成
２２
年
度
に
は
競
艇
事
業
か
ら

撤
退
す
る
と
聞
く
が
、
状
況
を
伺
う
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
競
艇
事
業
は
戦

災
復
興
事
業
を
当
初
の
目
的
と
し
て
始

め
ら
れ
た
。
所
期
の
目
的
は
十
分
達
成

し
て
お
り
、
今
後
は
歴
史
と
文
化
薫
る

風
格
の
あ
る
ま
ち
、
そ
し
て
住
み
や
す

い
ま
ち
日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
中
で
、
撤

退
す
る
方
針
を
固
め
て
蒲
郡
市
と
交
渉

し
た
結
果
、
基
本
合
意
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

◆
介
護
健
康
保
険
事
業
 

　
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
業
務
シ
ス
テ
ム
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
当
初
納

入
通
知
書
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
対
応
の
た

め
の
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
で
あ

る
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
２２
年
度
か
ら
当

初
納
入
通
知
書
の
収
納
を
開
始
す
る
が
、

督
促
状
、
催
告
書
、
再
交
付
納
付
書
に

つ
い
て
は
２１
年
度
か
ら
対
応
を
開
始
す

る
」
と
答
え
た
。
 

  ◆
病
院
事
業
 

　
「
２１
年
度
か
ら
包
括
医
療
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療

計
画
に
基
づ
い
た
標
準
的
な
医
療
の
提

供
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
よ
り
効
果
の
あ
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
「
１９
年
度
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
準
備

病
院
と
し
て
厚
生
労
働
省
へ
診
療
デ
ー

タ
や
請
求
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
る
。

そ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
傷
病
の
種

類
別
の
平
均
入
院
日
数
、
入
院
後
の
経

過
日
別
に
投
薬
、
注
射
、
検
査
等
の
医

療
行
為
の
回
数
及
び
方
法
に
つ
い
て
分

析
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
、
そ
の

分
析
結
果
を
他
の
医
療
機
関
と
比
較
す

る
こ
と
で
収
益
性
を
高
め
る
検
討
が
可

能
と
な
る
た
め
、
病
院
内
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対

策
委
員
会
及
び
各
診
療
科
の
医
師
や
病

院
事
務
局
職
員
と
の
会
議
の
検
討
資
料

と
し
、
収
支
改
善
に
努
め
た
い
」
と
答

え
た
。
 

◆
水
道
事
業
 

　
「
経
営
委
員
会
運
営
支
援
委
託
料
の

内
容
は
。
ま
た
、
管
路
耐
震
化
事
業
の

計
画
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
経
営
委
員
会
は
、
水
道
事
業
全

般
に
対
し
第
三
者
の
視
点
か
ら
広
く
意

見
や
助
言
を
も
ら
い
、
事
業
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
設
置
す
る
。
今
後
は
、
２０

年
度
に
策
定
が
完
了
す
る
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
達
成
状
況
を
経
営
委
員
会
に
定
期

的
に
報
告
し
て
事
業
評
価
を
行
い
、
水

道
事
業
の
透
明
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
管
路
の
耐
震
化
事
業
に
つ

い
て
は
、
病
院
な
ど
重
要
な
施
設
へ
の

管
路
を
、
お
お
む
ね
１０
年
を
か
け
て
、

継
ぎ
手
部
の
耐
震
性
が
低
い
鋳
鉄
管
か

ら
耐
震
管
に
敷
設
替
え
を
行
っ
て
い
く
。

２１
年
度
は
市
民
病
院
へ
の
供
給
ル
ー
ト

の
う
ち
、
欠
町
及
び
洞
町
に
お
い
て
管

径
１
５
０
ミ
リ
か
ら
３
０
０
ミ
リ
、
延

長
１
３
７
０
メ
ー
ト
ル
の
敷
設
替
え
を

予
定
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

 



６ 

平
成
２１
年
度
　
当
初
予
算
の
主
な
事
業 

・市民協働推進計画策定業務 

・学区市民ホーム建替事業 

・ジャズの街岡崎推進業務 

・高齢者運転免許証自主返納支援業務 

・全市的防災体制推進事業 

・災害対策本部体制整備事業 

・消防自動車等購入事業 

 

 

・妊婦健診補助業務 

・自殺予防こころほっとライン業務 

・岡崎げんき館市民会議活動業務 

・火葬場建設事業 

・医療安全支援センター設置業務 

・急性期病院としての機能充実 

・福祉の村施設整備事業 

・高齢者福祉施設等建設助成業務 

・子ども発達サポート業務 

・こんにちは赤ちゃん事業 

・児童育成支援行動計画策定業務 

・児童育成センター建設事業 

・六ツ美北保育園園舎移転新築事業 

・私立保育園園舎建替補助業務 

 

 

・生物多様性保全基本計画策定業務 

・水とみどりの森の駅整備事業 

・地球温暖化対策業務 

・新一般廃棄物中間処理施設建設事業 

・環境基本計画業務 

・電気自動車購入事業 

 

 

・信用保証料・利子補助業務 

・湛水防除事業 

・地産地消推進業務 

・林業支援事業 

・観光イベント推進業務 

１　地域で支えあい安全に暮らせるまちづくり 
　　（市民生活・地域社会の充実） 

２　健やかに安心して暮らせるまちづくり 
　　（保健・医療・福祉の充実） 

３　自然と調和した環境にやさしいまちづくり 
　　（環境共生都市の実現） 

４　賑わいと活力あるまちづくり 
　　（経済の振興） 

予算額  千円 

 

2,560 

137,013 

3,000 

100 

401,046 

48,930 

179,300 

 

 

385,923 

2,600 

6,824 

10,164 

 　　　424 

　　489,649 

　　　6,115 

　 40,000 

　　　 23,580 

　　1,325 

  　6,366 

 39,090 

　 91,425 

　195,741 

 

 

3,300 

256,309 

　35,030 

6,902,726 

5,934 

4,568 

 

 

177,349 

　 47,943 

 750 

163,151 

  167,213 

 

 

 

・都市計画マスタープラン策定業務 

・中心市街地活性化推進業務 

・交通政策推進業務 

・岡崎駅東土地区画整理事業 

・シビックコア地区整備推進事業 

・組合施行土地区画整理助成業務 

・東岡崎駅周辺地区整備推進事業 

・藤川地区整備推進事業 

・街路・道路新設改良事業 

・橋りょう新設改良・修繕事業 

・公園整備事業 

・河川改修事業 

・市営住宅建設事業 

・住宅マスタープラン策定業務 

・大規模盛土造成地変動予測業務 

・下水道事業の主な取り組み 

・水道事業の主な取り組み 

 

 

・教員補助者活用業務 

・（仮）総合教育センター設立事業 

・（仮）子ども科学館設立事業 

・小学校整備事業 

・中学校整備事業 

・中学校新設事業 

・生涯学習推進計画策定業務 

・スポーツ振興計画策定業務 

・旧本多邸復元活用事業 

・悠紀の里整備事業 

・竜美丘会館施設整備事業 

・美術博物館企画展業務 

・地域文化広場企画展業務 

 

 

・業務・システム最適化業務 

・コンビニ収納業務 

・西庁舎設備更新事業 

 

・平成20年8月末豪雨関連事業 

 

５　快適で魅力あるまちづくり 
　　（都市基盤・生活基盤の整備） 

６　未来を拓く人を育むまちづくり 
　　（教育・文化の振興） 

７　将来まで自律した状態が続く都市経営 
　　（自律した都市経営の実践） 

８　その他 

予算額  千円 

 

8,286 

 20,305 

　  379,750 

　606,360 

　  391,999 

 124,289 

　　 85,000 

 　 741,846 

　1,865,204 

　449,620 

　　732,670 

　　1,224,386 

　575,287 

　6,399 

　　　　7,500 

　6,650,692 

　4,386,042 

 

 

 85,680 

 68,300 

 2,750 

1,381,597 

382,437 

 29,093 

5,730 

6,150 

31,599 

3,000 

400,029 

126,243 

 35,472 

 

 

 14,500 

 47,923 

　 19,791 

 

2,110,974 

 

○主な事業 



平 
成 
２１ 
年 
度 
当 
初 
予 
算 
以 
外 
の 
議 
案 

平
成
２０
年
度
補
正
予
算
 

３
月
補
正
後
の
予
算
額
 

一般会計　　1,171億5,310万円 
（3月補正額　　　 　　５１億２，３２６万円） 

特別会計　　 863億9,699万円 
（3月補正額　　　 　　 ９億 ４２５万円） 

企業会計　　 297億5,927万円 
（3月補正額 ６，２２４万円） △ 

計　　　　　2,333億 936万円 
（3月補正額　　 　　　５９億６，５２７万円） 

東部学校給食センター 

    
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る

と
と
も
に
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告

書
の
提
出
を
受
け
る
契
約
を
行
う
も
の
。
 

質
疑
　
今
回
提
示
さ
れ
た
公
認
会
計
士

と
契
約
に
至
っ
た
経
緯
は
。
ま
た
、
包

括
外
部
監
査
を
実
施
し
て
き
た
成
果
に

つ
い
て
も
伺
う
。
 

答
弁
　
選
定
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

提
案
を
依
頼
し
て
き
た
四
つ
の
監
査
法

人
に
加
え
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
も
提

案
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
市
の

状
況
を
よ
く
理
解
し
、
幅
広
い
専
門
家

を
チ
ー
ム
に
加
え
ら
れ
る
体
制
が
あ
り
、

包
括
外
部
監
査
や
自
治
体
関
係
業
務
の

経
験
が
豊
富
な
点
を
高
く
評
価
し
て
の

選
定
と
な
っ
た
。
ま
た
、
外
部
監
査
で

は
指
摘
事
項
の
改
善
が
成
果
と
し
て
は

重
要
で
あ
り
、
平
成
１８
年
度
以
前
の
指

摘
事
項
は
制
度
上
対
応
で
き
な
い
も
の

以
外
は
す
べ
て
措
置
が
完
了
し
、
１９
年

度
に
つ
い
て
は
７３
％
が
完
了
し
て
い
る
。

今
後
は
、
公
会
計
制
度
を
導
入
す
る
中

で
引
き
続
き
改
善
に
努
め
て
い
く
。
 

   　
岡
町
地
内
の
土
地
１２
筆
、
１
万
２
８

７
７
平
方
　
を
、
土
地
開
発
公
社
を
経

由
し
て
買
い
入
れ
る
も
の
。
 

質
疑
　
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
給
食
の

配
送
先
学
区
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。
 

答
弁
　
周
辺
整
備
や
地
元
と
の
協
議
を

進
め
、
２６
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
い
る
。
現
在
は
小
学
校
１３
校
と
中

学
校
５
校
に
配
食
し
て
お
り
、
新
た
に
、

自
校
式
で
調
理
し
て
い
る
額
田
地
区
の

小
中
学
校
の
う
ち
、
配
送
時
間
を
考
慮

し
て
額
田
中
学
校
と
豊
富
小
学
校
に
同

セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
 

   ◇
市
民
協
働
推
進
条
例
 

　
市
民
協
働
に
関
す
る
施
策
及
び
市
民

活
動
の
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２１
年
７
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
市
民
協
働
に
お
い
て
役
割
を
規

定
し
た
理
由
及
び
事
業
者
が
実
施
す
る

活
動
に
期
待
す
る
も
の
は
。
ま
た
、
市

民
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
く
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
本
条
例
に
お
い
て
は
市
民
、
市

民
活
動
団
体
、
事
業
者
、
市
の
い
ず
れ

も
対
等
で
あ
る
と
い
う
概
念
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
規
定
し
て
い
る
。
事
業

者
に
お
い
て
は
、
環
境
美
化
活
動
や
緑

化
活
動
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
活
動
も
想
定

さ
れ
、
加
え
て
社
会
貢
献
意
識
の
高
ま

り
や
活
動
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
る

こ
と
で
、
多
く
の
事
業
者
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
市
民
協
働
を
理
解
し
、

地
域
と
の
協
働
へ
と
活
動
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
市

民
活
動
支
援
と
し
て
は
、
現
状
の
支
援

事
業
に
加
え
、
研
修
会
等
の
開
催
や
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
情
報
発
信
及
び
、

活
動
拠
点
に
お
け
る
市
民
活
動
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
。
 

   ◇
火
災
予
防
条
例
 

　
消
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
理
す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２１
年
６
月
１
日
施
行
（
第
５６
条

及
び
第
５７
条
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日

か
ら
施
行
）
 

質
疑
　
従
来
の
防
火
管
理
者
と
防
災
管

理
者
と
の
違
い
は
。
ま
た
、
防
災
管
理

者
が
必
要
と
さ
れ
る
事
業
所
の
要
件
に

つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
防
火
管
理
者
は
火
災
に
対
す
る

消
防
計
画
の
策
定
や
訓
練
の
実
施
な
ど

を
行
う
が
、
防
災
管
理
者
は
大
規
模
地

震
や
毒
性
物
質
の
拡
散
な
ど
の
特
殊
災

害
に
対
し
て
、
消
防
計
画
の
策
定
と
防

災
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
防
災
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
防
火
対
象
物
に
は
、
共
同
住

宅
や
倉
庫
な
ど
を
除
く
建
物
で
１１
階
以

上
、
延
べ
面
積
１
万
平
方
　
以
上
の
も

の
や
、
５
階
以
上
１０
階
以
下
で
２
万
平

方
　
以
上
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
市
内

で
該
当
す
る
対
象
物
は
３
月
１
日
現
在

で
３１
カ
所
あ
る
。
 

 

７ 

○議案の説明と質疑 

包
括
外
部
監
査
契
約
 

条
例
の
制
定
 

財
産
の
取
得
 

メ
ー
 

ト
ル
 

メ
ー
 

ト
ル
 

メ
ー
 

ト
ル
 

条
例
の
一
部
改
正
 


